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平成２８年８月 

四国電力株式会社 

 

平成２７年度 伊方発電所の異常時通報連絡事象について 

 

 当社は、異常時通報連絡による伊方発電所の情報公開と諸対策による信頼性向上に努めている。 

平成２７年度の通報連絡件数は３２件であり、以下これらの通報連絡事象の分類・評価を示す。 

 

１．通報連絡事象分類 

平成２７年度における通報連絡件数３２件を発生事象別に大別すると表－１のとおりであった。

（添付資料－１） 
 

表－１ 発生事象別の分類 

 

事 象 の 区 分 

合 計設 備 

関 係 

設 備 以 外 

作業員 

の負傷等 

自然現象等による影響 

設備以外 

小  計 地震感知

落雷等によ

る瞬時電力

動揺 

降雨による 

放射線ﾓﾆﾀ 

の指示上昇 

その他 

通報連絡 

件  数 
１１ １３ ５ ０ ３ ０ ２１ ３２ 

法律対象 

事  象＊ 
０ ０ － － － － ０ ０ 

＊：法律対象事象とは、電気事業法又は原子炉等規制法に規定されている事故・故障等をいう。 

 

２．法律対象事象 

通報連絡件数３２件のうち、電気事業法、原子炉等規制法に規定されている事故・故障等に該

当する事象はなかった。 

なお、作業員の負傷等のうち、労働安全衛生法に基づき国（労働基準監督署）へ速やかに報告

する事象（休業日数４日以上）は、３件であった。 

 

３．原因・対策の分類 

通報連絡件数３２件のうち、自然現象に起因するもの等を除く設備関係の事象１１件について、

一つひとつ原因を調査し、必要な対策や、類似事象の発生を防止するための対策を実施し、再発

事象の防止に努めている。  

（添付資料－２） 

（１）原因 

設備関係の事象１１件を主要な原因別に分類した結果を表－２に示す。 

 

資料４－２ 
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表－２ 原因別の分類 

原 因 件 数 異常時通報連絡事象一覧表Ｎｏ． 

設計関係 0  

製作関係 0  

施工関係 1 4 

保守管理関係 7 3,12,18,20,22,26,27 

人的要因 1 23 

その他 2 2,8 

 （注：主要な原因により分類。再掲なし。） 

 

（２）対策 

設備関係の事象の原因となった箇所について取替､補修を実施することに加え、各事象の原因

調査に基づく対策として 

○設計、製作関係に起因するものは、同一設計・製作を行った設備について、改良、改造

を実施する 

○施工関係に起因するものは、作業要領等の見直し又は設備の改良、改造を実施する 

○保守管理関係に起因するものは、類似事象が発生する可能性のある設備について、保守

管理の見直しを行う 

○人的要因に起因するものは、作業要領等の見直しを行う 

ことを基本とし、詳細調査内容に応じて、各事象を組み合わせて対応している。各事象に対す 

る対策別の分類を表－３に示す。 

 

表－３ 対策別の分類 

対 策 件 数 異常時通報連絡事象一覧表Ｎｏ． 

取替、補修 9 2,3,8,12,18,20,22,23,27 

改良、改造 2 4,12, 

作業要領等の見直し 4 22,23,26,27 

保守管理の見直し 6 3,4,18,20,22,26 

予備品の常備 3 2,8,18 

教育の充実 1 23 

（注：事象により複数の対策を実施。再掲あり。） 

 

４．通報連絡事象の系統別評価 

平成２７年度の通報連絡事象のうち、設備の不具合１１件について系統別に分類した。 

複数回発生している系統は以下のとおり同一原因による管理上の問題についてはなかった。 

（添付資料－３） 

表－４ 系統別評価 

系 統 件 数 評 価 

火災受信機盤・感知器 3 原因は全て異なる 

次亜塩素酸ソーダ注入系統 2 原因は全て異なる 

以 上 



添付資料－１（1／2）

№ 通報年月日 件　　　　名 事象分類

1 H27.5.9 屋外での作業員の一時的な意識消失 負傷等

2 H27.6.8 平碆守衛所の火災受信機盤の不具合 設　備

3 H27.6.19
３号機　海水淡水化装置　ＲＯ高圧ポンプの軸シール部の海水飛散防止カバーの
損傷

設　備

4 H27.6.23 コンテナ式ホールボディカウンタの発電機用燃料タンクからの油の漏えい 設　備

5 H27.6.30 １，２号機　放水口水モニタの指示上昇 自然等

6 H27.7.1 １，２号機　放水口水モニタの指示上昇 自然等

7 H27.7.1 モニタリングポストＮｏ.４の指示上昇 自然等

8 H27.7.1 ３号機　補助ボイラ室内の火災感知器の不具合 設　備

9 H27.7.3 １，２号機　地震感知（1U：3gal，2U：3gal） 自然等

10 H27.7.13 １，２，３号機　地震感知（1U：14gal，2U：13gal，3U：13gal） 自然等

11 H27.7.24 １，２，３号機　地震感知（1U：3gal，2U：4gal，3U：5gal） 自然等

12 H27.7.27 ３号機　補助ボイラ建屋消火設備制御盤の不具合 設　備

13 H27.7.28 ３号機　管理区域内における作業員の負傷 負傷等

14 H27.7.29 屋外作業員の体調不良 負傷等

15 H27.8.18 屋外での作業員の負傷 負傷等

16 H27.8.20 事務所での作業員の意識消失 負傷等

17 H27.8.21 １，２，３号機　地震感知（1U：3gal，2U：3gal，3U：4gal） 自然等

18 H27.8.22 ２号機　所内変圧器火災感知器の不具合 設　備

19 H27.9.10 屋外での作業員の負傷 負傷等

20 H27.9.15
２号機　海水ポンプ出口配管への次亜塩素酸ソーダ注入配管のフランジからの次
亜塩素酸ソーダの漏えい

設　備

21 H27.9.16 非常用開閉所建屋内における作業員の負傷 負傷等

22 H27.10.5 ３号機　硫酸第一鉄溶解タンク廻りの溢水 設　備

23 H27.10.20 １，２号機　純水装置における塩酸移送ポンプの不具合 設　備

24 H27.11.10 ３号機　管理区域内における作業員の負傷 負傷等

平成２７年度　伊方発電所の異常時通報連絡事象一覧表



添付資料－１（2／2）

№ 通報年月日 件　　　　名 事象分類

平成２７年度　伊方発電所の異常時通報連絡事象一覧表

25 H27.12.14 ３号機　管理区域内における作業員の負傷 負傷等

26 H27.12.15 １号機　海水系統からの海水の漏えい 設　備

27 H28.1.8 ３号機　放水ピット残留塩素濃度の一時的な上昇 設　備

28 H28.1.8 ３号機　屋外での作業員の負傷 負傷等

29 H28.2.11 ３号機　屋外での作業員の負傷 負傷等

30 H28.2.12 １，２，３号機　地震感知（1U：3gal，2U：4gal，3U：3gal） 自然等

31 H28.2.22 ３号機　管理区域内における作業員の負傷 負傷等

32 H28.3.1 事務所での作業員の意識消失 負傷等



添付資料－２（1／2）

No. 件　　名 通報年月日 原因 原因の概要 対策の概要

2
平碆守衛所の火
災受信機盤の不
具合

H27.6.8 その他

火災受信機盤の基板にある部品（半導体チップ）の製
品不良により、火災受信機盤に不具合が生じたものと
推定した。

（１）受信機盤を取替え、正常に動作することを確認
し、通常状態に復旧した。
（２）定期的な点検（法定点検）を適切に実施すると
ともに、万一の故障時には、常時保管している火災受
信機盤の予備品に速やかに取り替える。復旧までの間
は、これまでと同様に、監視カメラやパトロールによ
る監視を強化し、火災のないことを確認する。

3

３号機　海水淡
水化装置　ＲＯ
高圧ポンプの軸
シール部の海水
飛散防止カバー
の損傷

H27.6.19 保守管理関係

海水飛散防止カバーの損傷は、パッキンスリーブの割
れた部分より出てきた水の勢いにより、海水飛散防止
カバーがずれて傾き、回転部と接触したことで、こす
れたため、変形・変色が生じたと推定した。
また、パッキンスリーブの割れについては、平成２１
年から分解点検計画を３年に１回から６年に１回に変
更し、同ポンプを約６年運転したことで、応力腐食割
れが小さなうちに発見できなかったため、割れが軸端
部まで成長したと推定した。

（１）当該のＲＯ高圧ポンプＡ号機は、分解点検を実
施してパッキンスリーブを新品に取り替え、ポンプ本
体に異常のないことを確認した。また、ＲＯ高圧ポン
プＢ号機についても分解点検を実施し、パッキンス
リーブに異常がないことを確認した。
（２）海水飛散防止カバーは、取り外してもポンプの
運転には影響はないことから、取り外すこととした。
（３）ＲＯ高圧ポンプＡ，Ｂ号機の点検頻度を、６年
に１回から３年に１回へ変更した。

4

コンテナ式ホー
ルボディカウン
タの発電機用燃
料タンクからの
油の漏えい

H27.6.23 施工関係

当該燃料タンクへの給油時の、給油ノズルと給油口配
管の接触による応力、および発電機運転時の振動によ
り、当該燃料タンクと耐油ホースを接続するホースバ
ンドが徐々に緩み、耐油ホースの接続部より燃料油が
漏えいしたものと推定した。

（１）発電機用燃料タンクと給油口配管の接続方法
を、ホースバンドで耐油ホースを固定する方法から、
フレキシブル配管をフランジで接続する方法に変更し
た。
（２）コンテナ式ホールボディカウンタ点検時に、当
該部の確認を行い、必要により増し締めを行う。

8
３号機　補助ボ
イラ室内の火災
感知器の不具合

H27.7.1 その他

本事象発生時、伊方発電所では雨が降っていたことか
ら、補助ボイラ室の湿度が一時的に高くなっていたも
のと考えられ、当該感知器のみにおいて内部に結露が
発生し、火災信号発信に至ったものと推定した。

（１）当該感知器の取替えを行い、正常に動作するこ
とを確認し、通常状態に復旧した。
（２）これまでと同様に、当該消火設備においては定
期的な点検を行うとともに、万一の不具合等に備え、
速やかに対応するため予備感知器を常備する。

12

３号機　補助ボ
イラ建屋消火設
備制御盤の不具
合

H27.7.27 保守管理関係

当該制御盤内に設置されているリレーバリア（屋外に
設置している補助ボイラ燃料タンクに落雷した場合
に、当該タンク廻りの火災感知器に発生するサージに
より、制御回路に影響をおよぼさないために設置して
いる電子部品）が、制御盤の電源の開放、投入や、長
期間の通電による経年劣化により内部回路の絶縁が低
下し、地絡したものと推定した。

（１）当該リレーバリアを新品に取り替え、正常に動
作することを確認した。
（２）補助ボイラ燃料タンクは、新規制基準対応で地
下埋設タンクを新たに設置しており、既設タンクの撤
去に伴い、既設タンク廻りの火災感知器回路（当該リ
レーバリア含む）を撤去した。

18
２号機　所内変
圧器火災感知器
の不具合

H27.8.22 保守管理関係

当該感知器は全体的に腐食が見られ、一部に貫通穴を
確認した。また、感知器内部の部品が腐食により剥離
し、感知器が動作状態となっていることを確認した。
このことから、海からの塩分が感知器に付着し、腐食
が発生・進行して貫通に至り、貫通穴より感知器内部
に塩分を含んだ湿分が侵入した結果、感知器内部の部
品が腐食・剥離したことにより、感知器の誤動作に
至ったものと推定した。

（１）当該火災感知器の取替えを行い、正常に動作す
ることを確認した。
（２）当該感知器と同型の変圧器消火装置用火災感知
器について、取替えを実施した。また、設置から約１
０年間は不具合が発生していないことから、今後、８
年を目安に定期的に取替えを行う。
（３）引き続き、年１回の火災感知器の水洗を実施す
るとともに、万一の不具合時には速やかに取替えがで
きるよう継続して予備品を常備する。

20

２号機　海水ポ
ンプ出口配管へ
の次亜塩素酸
ソーダ注入配管
のフランジから
の次亜塩素酸
ソーダの漏えい

H27.9.15 保守管理関係

経年劣化により配管内部の塩化ビニールライニングに
亀裂が発生し、亀裂箇所より次亜塩素酸ソーダが塩化
ビニールライニングと配管フランジの隙間に流れ、漏
えいに至ったものと推定した。

（１）当該配管フランジ部を新品に取り替えた。
（２）当該箇所以外の塩化ビニールライニングを使用
した配管は、順次、取り替えを実施する。また、同配
管は、設置から約１３年間不具合が発生していないこ
とから、取り替え後、１０年ごとに取り替えを実施す
る。

22
３号機　硫酸第
一鉄溶解タンク
廻りの溢水

H27.10.5 保守管理関係

防液堤内排水枡からの溢水については、硫酸第一鉄を
含んだ排水と防液堤内の埃が排水配管内に流入し、排
水配管内面の鉄錆と混ざり徐々に堆積したことにより
排水配管が閉塞ぎみになったことが原因と推定した。
また、硫酸第一鉄溶解タンクからのオーバーフローに
ついては、硫酸第一鉄溶解作業中に、硫酸第一鉄の未
溶解分がタンク底部の水位計につながる配管や水位計
元弁を一時的に閉塞させ水位計への水の流れが止ま
り、水位計が正しく動作しない状況のまま注水を続け
たことが原因と推定した。

（１）当該防液堤内の排水枡について、排水配管内の
堆積物除去および清掃を実施し、排水状況に異常のな
いことを確認した。
（２）当該防液堤内の排水枡の点検について、これま
で排水不良が見られた場合に点検を実施することとし
ていたが、今後、硫酸第一鉄溶解タンクの点検（１回
／６定検）に併せて定期的に排水状況の確認を実施す
る。
（３）硫酸第一鉄溶解タンクへの硫酸第一鉄溶解作業
について、タンクへの注水時は、補給水弁の操作者に
加え、タンク上部開口部（投入ホッパー）より水面を
目視にて確認する監視者を置いて作業を行う。

平成２７年度　伊方発電所設備関係の事象に係る原因と対策



添付資料－２（2／2）

No. 件　　名 通報年月日 原因 原因の概要 対策の概要

23

１，２号機　純
水装置における
塩酸移送ポンプ
の不具合

H27.10.20 人的要因

塩酸移送ポンプの不具合については、塩酸受入タンク
出口弁が「閉」となっていたことから、液体のない空
運転の状態となり、主軸と軸受けの固着に至ったもの
と推定した。塩酸受入タンク出口弁が「閉」となって
いた原因は以下のとおり。
・委託運転員が、停電作業の復旧時に、当該弁を含む
近接した２つの弁の「開」操作に対して「１指令１操
作に対する認識が不足していたこと」から、操作前に
隔離操作票に操作済みのチェックを入れ、一方の弁は
「開」として隔離タグの回収を実施したが、もう一方
の当該弁の復旧を失念した。
・復旧作業後の再確認を行わなかったため、当該弁は
「閉」のままとなった。

（１）塩酸移送ポンプを新品に取り替えた。
（２）隔離・復旧時は、操作者以外の者が隔離操作票
の記載内容と隔離タグの照合を行い再確認することと
した。
（３）隔離・復旧操作の重要性を再認識するため、作
業関係者に対して年１回実施している教育に、「１指
令１操作」等の基本動作を追加した。
（４）委託先である関係会社において、隔離復旧に係
るマニュアルを新規に制定し、本事象について関係者
に周知した。

26
１号機　海水系
統からの海水の
漏えい

H27.12.15 保守管理関係

当該弁に接続される配管の内面点検のため、配管の取
外し・取付け作業を実施した際、当該弁のシート部の
状態が微妙に変化し、リミットスイッチが全閉状態に
おいて弁が微開となったことから、今回の漏えいに
至ったものと推定した。

（１）当該弁について、手動により全閉位置を確認
し、全閉位置でリミットスイッチが動作するように調
整を実施した。
（２）当該弁および類似弁（計６台）について、弁分
解点検または接続配管の取外し・取付作業を行った場
合は、リミットスイッチの調整を実施することとし、
作業要領書を改訂した。
（３）当該弁および類似弁（計６台）を隔離弁として
使用する際は、電動による閉操作後、念のため手動に
よる増締めを行うこととし、作業マニュアルを改訂し
た。

27

３号機　放水
ピット残留塩素
濃度の一時的な
上昇

H28.1.8 保守管理関係

海水電解装置で生成した次亜塩素酸ソーダを各機器に
通水する海水に注入する配管にある手動弁Ａ、逆止弁
Ａ，Ｃがシートリークしていたことから、２次系海水
配管内の海水排水により、次亜塩素酸ソーダ注入配管
内に滞留していた次亜塩素酸ソーダが、軸受冷却水用
海水管を経由して、放水ピットへ流入し、放水ピット
内の残留塩素濃度が上昇したと推定した。

（１）シートリークした手動弁Ａの取替えおよび逆止
弁Ａ，Ｃの点検（内部清掃）を実施した。また、類似
弁の取替えおよび点検（内部清掃）を実施した。
（２）次亜塩素酸ソーダを注入する配管の手動弁が
シートリークした場合でも軸受冷却水用海水管内に次
亜塩素酸ソーダが流入しないよう、今回のように２次
系海水の水抜きを実施する場合には、事前に次亜塩素
酸ソーダ注入配管内を純水または海水に置換する運用
とした。



伊方発電所 基本系統図

原子炉格納容器

：原子炉で発生した熱を蒸気発生器に伝える設備（１次冷却設備）[放射性物質を含む]

：緊急時に原子炉等を冷やす設備（非常用炉心冷却設備等）[放射性物質を含む]

：１次冷却水の水質・水量を調整する設備（化学体積制御設備）[放射性物質を含む]

：蒸気発生器でできた蒸気でタービンをまわし発電する設備（２次冷却設備）[放射性物質を含まない]

：管理区域 原子炉格納容器、使用済燃料等の貯蔵、放射性廃棄物の廃棄等の場所であって、その

場所の放射線が一定レベル(３月間につき1.3ミリシーベルト)を超える恐れのある場所

[実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則第２条第２項第４号に規定]
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